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免責事項

将来の見通し等に関する注意事項

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、
売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料は、2018年8月3日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので
す。

本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいてお
り、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、
現在の当社の将来予想と異なる結果がある点を確認された上で、ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましては、信頼できると思われる各種データに
基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではあり
ません。

本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様
ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくも
のであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。
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決算のポイント（18/6期）

１8/６期
実績

（売上高比率）

前期比 予想比
要因分析

金額 ％ 金額 ％

売 上 高
148,676
（100.0%）

▲6,258 96.0％ ▲5,123 96.7％

（対予想でも大きく未達）
・天候不順、競争激化等が大きく影響
・住まいの分野は前期並みを見込むも届かず、特にガー

デンライフが落ち込む
・生活の分野は予想以上の減収、特に生活雑貨が苦戦

・前期比では、建替え工事に伴う千葉店の減収が大き
く影響（仮設営業8ヶ月間、一時休業2ヶ月間、
オープン後の営業2ヶ月間で、▲11億46百万円）

営業利益
7,981

（5.4%）
586 107.9％ 11 100.2％

（ほぼ予想通りで達成）
・売上総利益率は27.2%と期初予想達成

・前期比では、住まい分野は＋0.28pt、生活の分野
＋0.47ptの合計＋0.74pt

・販管費は抑制を継続
・前期比では、主に、人件費、減価償却費、賃借料が

減少（詳細はｐ10）

経常利益
8,800

（5.9%）
778 109.7％ 260 103.0％

（対予想でも達成）
・営業利益まではほぼ予想通り

・前期比では、営業利益より増益幅が大きいのは、期
をまたいで費用計上した自己株式の取得等にかかる
支払手数料が18/6期の方が少額であったため。

当 期
純 利 益

5,594
（3.8%）

▲535 91.3％ 4 100.1％

（ほぼ予想通り着地）
・経常利益までは伸長も下記の特殊要因で増益幅は減少

・特殊要因として、17/6期には特別利益として資産
除去債務戻入益▲16億8百万円を計上したことと、
1８/６期に発生した特別損失（減損損失、子会社
のスポーツクラブの建替（中）等で▲5億7百円）
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・（減収）天候不順、千葉店の建替え工事、競争激化等が大きく影響
・（営業増益）構造変革の施策効果で、売上総利益率が向上（17/6期26.5%➔

18/6期27.2％）、販管費は減少（前期比▲9億68百万円） 単位：百万円、％

※金額：百万円未満切り捨て、％：小数点以下第2位四捨五入、以下の頁も同じ記載
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連結損益（18/6期）

１7/６期
実績

（売上高比率）

１8/６期
通期予想

（売上高比率）

１8/６期
実績

（売上高比率）

前期比 予想比

金額 ％ 金額 ％

売 上 高
154,934
（100.0%）

153,800
（100.0%）

148,676
（100.0%）

▲6,258 96.0％ ▲5,123 96.7％

売 上 総 利 益
41,041

（26.5%）

41,790
（27.2%）

40,489
（27.2%）

▲551 98.7％ ▲1,300 96.9％

営 業 収 入
4,610

（3.0%）

4,756
（3.1%）

4,781
（3.2%）

170 103.7％ 25 100.5％

営 業 総 利 益
45,652

（29.5%）

46,546
（30.3%）

45,270
（30.4%）

▲381 99.2％ ▲1,275 97.3％

販 管 費
38,256

（24.7%）

38,576
（25.1%）

37,288
（25.1%）

▲968 97.5％ ▲1,287 96.7％

営 業 利 益
7,395

（4.8%）

7,970
（5.2%）

7,981
（5.4%）

586 107.9％ 11 100.2％

経 常 利 益
8,021

（5.2%）

8,540
（5.6%）

8,800
（5.9%）

778 109.7％ 260 103.0％

当 期 純 利 益
6,130

（4.0%）

5,590
（3.6%）

5,594
（3.8%）

▲535 91.3％ 4 100.1％

売上高（G・灯油除く） 141,450 140,833 135,702 ▲5,748 95.9％ ▲5,130 96.4％

売上高（千葉店除く） 152,418 ― 147,307 ▲5,111 96.6％ ― ―

・千葉店（建替えで通常営業2ヶ月間のみ）を除く売上高は前期比96.6％＞連結売上高同比96.0％

・売上総利益高は未達（▲1,300百万円）も、販管費の予想以上の削減（▲1,287百万円）と
営業収入の増加（＋25百万円）により、営業利益はほぼ予想通り達成

単位：百万円、％
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・客単価は通年、前期比プラスで推移（前期比101.8%）、より付加価値の高い商品の販売強化
へシフト

・売上高の低迷（同比95.9％）の主原因は客数の減少（同比94.2％）
・千葉店を除く客数は同比95.6％＞全体の客数の同比94.2%

※記載数値はすべてガソリン・灯油を除く数値

客単価と客数の月次推移（ガソリン・灯油除く、18/6期連結）
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19年6期
7月度 8月度

月次推移（連結実績、ガソリン・灯油除く）
（前期比の増減、％）

売上高 客数 客数（千葉店除く） 客単価

梅雨明け遅
く猛暑日少
ない➔夏物

不振

長雨、11月
度は3週連続
で週末に台
風等の影響

前年に実施
の価格訴求
の反動減

安定し
た天候
と寒さ
で回復

記録的な低温、1月下
旬の大雪で、春物需要

の立ち上がり鈍い

千葉店の一時休業

4/23、
千葉店リ
ニューア
ルオープ
ンと協賛
セール千葉店の仮設営業
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月次：20日締め

気温上
昇➔外
回り商
品回復

18/6期累計
（G・灯油除く）

売上高 ▲4.1％ 客数 ▲5.8％ 客数
（千葉店除く）

▲4.4％ 客単価 1.8％

前半低
気温、
決算棚
卸で営
業日数
▲１日

梅雨明
け早く
猛暑で
夏物動

く
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商品部門別売上高（18/6期、住まいの分野）

住宅資材・ＤＩＹ
住宅

インテリア

ガーデン

ライフ※

アグリ

ライフ※
リフォーム※

16/6期 20,425 8,759 9,006 8,593 17,776

17/6期 20,366 8,355 8,696 8,597 17,550

18/6期 20,043 8,031 7,912 8,414 17,234

20,425 

8,759 

9,006 

8,593 

17,776 

20,366 

8,355 

8,696 

8,597 

17,550 

20,043 

8,031 

7,912 

8,414 

17,234 

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

住まいの分野

主要商品部門別（百万円）

前期比
98.4％（▲323）
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・住まいの分野合計では、前期比97.0%（▲19億29百万円）と減収
・天候不順の中でも、強化部門の「住宅資材・DIY」「リフォーム」「アグリライフ」の減収幅は比較的小さい
・一方で、天候不順が直撃した「ガーデンライフ」が大きく減収となり減収額合計（住まいの分野）の約4割を

占めた。また、季節用品が振るわなかった「住宅インテリア」も減収

合計

16/6期 64,561

17/6期 63,566

18/6期 61,636

64,561 

63,566 

61,636 

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

住まいの分野

合計（百万円）
前期比
97.0％

（▲1,929）

※リフォーム部門は18/6期の期初で旧エクステリア部門と旧リフォーム部門が統合、16/6期、17/6期の同部門の売上高については、旧エクステリア部門と旧リフォーム部門の
合計値を記載したもの。また、ガーデンライフ、アグリライフについては、18/6期から商品部門間で一部分類上の商品入替えがあり、16/6期、17/6期もそれに準じて数値を算出。

前期比
96.1％（▲323）

前期比
91.0％（▲784）

前期比
97.9％（▲182）

前期比
98.2％（▲315）
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商品部門別売上高（18/6期、生活の分野）

生活雑貨※ ガソリン・灯油 ペット※
アート・

クラフト他

車検・整備

・タイヤ※

16/6期 56,712 14,992 8,700 10,840 323

17/6期 55,278 13,484 9,018 9,628 1,286

18/6期 52,044 12,974 9,277 8,848 1,372

56,712 

14,992 

8,700 

10,840 

323 

55,278 

13,484 

9,018 

9,628 1,286 

52,044 

12,974 

9,277 

8,848 1,372 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

生活の分野

主要商品部門別（百万円）

前期比
106.7％（+86）
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合計

16/6期 92,438

17/6期 89,584

18/6期 85,287

92,438 

89,584 

85,287 

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

生活の分野

合計（百万円）

※車検・整備・タイヤ事業は16/6期末で連結化、16/6期の同部門の売上高については、当時は生活雑貨の中で計上されていた分を分離して記載したもの。また、生活雑貨、
ペットについては、18/6期から商品部門間での一部分類上の商品入替えがあり、16/6期、17/6期もそれに準じて数値を算出。

・生活の分野合計では、前期比95.2%（▲42億96百万円）と大きく減収
・強化部門の「ペット」と全店指定工場となった「車検・整備・タイヤ」は3期連続で増収
・一方で、天候不順と競争激化等で「生活雑貨」が大きく減収となり減収額合計（生活の分野）の約4分の3を

占めた。また、「ガソリン・灯油」の販売量も落ち込む、「アート・クラフト」も17年2月に1店舗（千代田
店）閉店したことに伴い減収

前期比
95.2％

（▲4,296）

前期比
94.1％（▲3,234）

前期比
96.2％（▲510） 前期比

102.9％（＋258）
前期比

91.9％（▲780）



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

営業利益の対前期増減比較（18/6期）

7,395 
7,981 

170 

▲968 

26.5 

27.2 

25.0

25.5

26.0

26.5

27.0

27.5
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6,000
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7,000
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8,000

8,500

営業利益の対前期増減比較
（百万円、％）

＋586百万円

売上
総利益

営業
収入

▲551

※ 売上総利益率
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・構造変革の施策効果で、売上総利益率は向上（＋0.7pt）するも、減収で売上総利益高は減少

・営業増益の最大の要因は、販管費の減少、構造変革による効率化施策で総労働時間の減少
（期末累計で約57万時間の削減）等が大きく寄与、結果、営業利益率は前期比0.6ptの改善

16/6期 17/6期 18/6期

営業利益 7,706 7,395 7,981

営業利益率 4.9 4.8 5.4
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4.9 4.8 
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4.0
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5,000
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7,000
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8,000

8,500

営 業 利 益
（百万円、％）

17/6期
営業利益

販管費
18/6期

営業利益



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

売上総利益率の向上に関する要因分析（18/6期）

16/6期 17/6期 18/6期

その他 1.1 1.2 1.2

生活の分野 58.2 57.8 57.4

住まいの分野 40.7 41.0 41.5

40.7 41.0 41.5 

58.2 57.8 57.4 

1.1 1.2 1.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

売上高構成比（％）
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16/6期 17/6期 18/6期

合計 25.5 26.5 27.2

生活の分野 21.2 22.6 23.6

住まいの分野 31.3 31.6 32.0

25.5 
26.5 27.2 

21.2 
22.6 

23.6 

31.3 31.6 32.0 

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

売上総利益率（％）

・ガソリン・灯油の販売減少が続く中、利益率の低い酒・飲料などの売場の縮小を図ると同時に
利益率の高い住まいの分野の売場を中心に拡充、結果、住まいの分野の構成比が徐々に増加※

・付加価値の高い商品の販売強化と取引先・取引条件の見直し等により両分野ともに売上総利益
率が向上 ⇒ ・結果、全体の売上総利益率は4期連続で向上※

※その他はスポーツクラブ事業で3店舗で展開。

※

※売上総利益率 14/6期 24.3％、15/6期 24.8％
※住まいの分野の構成比 14/6期 39.0％、15/6期 39.4％
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16/6期 17/6期 18/6期

その他 6,464 7,171 7,020

賃借料 2,259 2,112 1,832

公租公課 1,096 1,017 1,438

水道光熱費 1,324 1,214 1,164

減価償却費 3,598 3,484 3,186

人件費 22,713 23,256 22,646

販管費率 23.6 24.7 25.1

22,713 
23,256 

22,646 

3,598 3,484 3,186 
1,324 1,214 1,164 
1,096 1,017 1,438 
2,259 2,112 1,832 

6,464 7,171 7,020 

23.6 24.7 25.1 

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

販 管 費（百万円、％）

合計
37,456

合計
37,288

販管費の内訳（18/6期）

・公租公課の増加（対前期比＋4億21百万円、17年2月に取得した2店舗の敷地の不動産取得税等）、一方で、
賃借料の減少（同▲2億79百万円、2店舗分）

・人件費の減少（同▲6億10百万円、総労働時間の減少、退職給付費用の割引率の見直し等）

・減価償却費の減少（▲2億98百万円、一部先行投資分（主に千葉店）の減価償却費の発生が４Qから、等）

合計
38,256
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設備投資及び減価償却費、キャッシュ・フロー（18/6期）

16/6期 17/6期 18/6期

設備投資 14,408 20,974 5,954

減価償却費 3,598 3,484 3,186

14,408 

20,974 

5,954 

3,598 3,484 3,186 

0

2,000
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8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
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22,000

東京都
に取得
した店
舗用地
分含む

16/6期 17/6期 18/6期

営業活動
によるCF

9,413 9,346 7,456

投資活動
によるCF

▲9,993 ▲4,104 4,097

財務活動
によるCF

▲2,133 11,417 ▲51,897

現金及び現金
同等物の増減額

▲2,713 16,659 ▲40,343

現金及び現金同等
物の期末残高

40,008 56,748 16,405
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設備投資及び減価償却費（百万円）

・自己株式の取得等により現金及び現金同等物の期
末残高は大きく減少

・資金の借り換えで長期借入金が増加

キャッシュ・フロー（百万円）

（増減の主な内訳、億円）
・投資活動ＣＦ 定期預金の預入支出 ▲35億円

同上の払戻収入 125億円
投資有価証券の取得支出 ▲90億円
同上の償還・売却収入 79億円
有形固定資産取得支出 49億円

・財務活動ＣＦ 自己株式の取得支出 ▲574億円
長期借入金の借入収入 100億円
同上の返済支出 ▲20億円

・主な設備投資は、千葉店の店舗建て替え、単独店2店舗の
出店、既存店の活性化（古河店、千代田店、ニューポート
ひたちなか店、新田店他）に伴うもの

既存店
2店舗
の敷地
を取得
した分
を含む 千葉店

の建替
え分を
含む
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連結貸借対照表（18/6期末）

17/6期末 18/6期末 前期末比

資
産
の
部

流動資産 90,276 40,830 ▲49,445

現金及び預金 69,283 19,938 ▲49,345

売掛金 2,580 2,535 ▲45

商品 16,377 16,315 ▲61

固定資産 109,137 111,356 2,219

資産合計 199,413 152,187 ▲47,226

負
債
・
純
資
産
の
部

流動負債 18,574 19,015 440

買掛金 7,974 7,460 ▲514

固定負債 23,302 29,430 6,127

負債合計 41,877 48,445 6,568

純資産合計 157,536 103,741 ▲53,794

負債・純資産合計 199,413 152,187 ▲47,226

12

・自己株式の取得等に伴い現預金が減少し、固定負債（主に長期借入金）が増加

・純資産は、自己株式の取得等に伴い、前期末比▲537億94百万円の減少

・商品は前期末比では61百万円減少し、4期連続で減少

単位:百万円
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JOYFUL HONDA CO.,LTD. 14

１8/６期
実績

（売上高比率）

１9/６期
通期予想

（売上高比率）

前期比 １9/６期
上期予想

（売上高比率）

前期比 １9/６期
下期予想

（売上高比率）

前期比

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％

売 上 高
148,676
（100.0%）

152,200
（100.0%）

3,523 102.4％ 76,370
（100.0%）

1,674 102.2％ 75,830
（100.0%）

1,848 102.5％

売 上 総 利 益
40,489

（27.2%）

42,244
（27.8%）

1,754 104.3％ 20,992
（27.5%）

857 104.3％ 21,252
（28.0%）

896 104.4％

営 業 収 入
4,781

（3.2%）

4,906
（3.2%）

124 102.6％ 2,459
（3.2%）

66 102.8％ 2,447
（3.2%）

58 102.5％

営 業 総 利 益
45,270

（30.4%）

47,150
（31.0%）

1,879 104.2％ 23,451
（30.7%）

923 104.1％ 23,699
（31.3%）

955 104.2％

販 管 費
37,288

（25.1%）

38,760
（25.5%）

1,471 103.9％ 19,123
（25.0%）

759 104.1％ 19,637
（25.9%）

711 103.8％

営 業 利 益
7,981

（5.4%）

8,390
（5.5%）

408 105.1％ 4,328
（5.7%）

164 103.9％ 4,062
（5.4%）

243 106.4％

経 常 利 益
8,800

（5.9%）

9,320
（6.1%）

519 105.9％ 4,833
（6.3%）

376 108.4％ 4,487
（5.9%）

143 103.3％

当 期 純 利 益
5,594

（3.8%）

5,800
（3.8%）

205 103.7％ 2,961
（3.9%）

172 106.2％ 2,839
（3.7%）

32 101.2％

・増収増益を計画、主にMD構造変革を軸に、今期よりフル稼働の増床店（千葉店）を含む既存店
の売上高は前期比102.0％と底打ちを目指す、新店（単独店3店舗※）は当初の計画通り

・計画中の新店（ホームセンター、単独店）は予想には折り込まず

通期連結業績予想（19/6期）

※18/6期の新店は、以下の単独店3店舗
①THE GLOBEつくば店（アンティーク、2017年11月オープン）、②ペッツクローバー東大宮店（ペット、2018年3月オープン）、③本田屋千葉都町店（プロショップ、2018年3月オープン）
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千葉店のビフォー・アフター

15

建替え前
（1990年10月オープン）
※写真は2016年12月に撮影

建替え後
（2018年4月23日
リニューアルオープン）
※写真は2018年5月に撮影

リニューアルのポイント

1階建から2階建（屋上駐車場有）へ

売場面積は約2倍の7,556㎡へ

駐車場も約2倍の463台へ

従業員数は約40名増の約140名

売場拡張部門：ペット、インテリア、ガーデン

売場縮小部門：酒の販売を中止、飲料も縮小、
ガソリンは17年12月で販売中止

コンセプト：360度体感型ホームセンター、

ターゲットはファミリー

拡充サービス：工作サービス、工具レンタルサー
ビス、カーペットの即時サイズ加工サービス等

その他：省エネルギー型建屋
ガソリン・灯油

スタンド

灯油スタ
ンドのみ

２階屋上
駐車場
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千葉店の過去3期の業績動向と19/6期予想

15.0

20.0

25.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

16/6期 17/6期 18/6期 19/6期(予想）

過去3期の業績推移と19/6期予想
（百万円、％）

8ヶ月間仮設営業、
2ヶ月間一時休業。

オープン後
2ヶ月間通常営業

売上総
利益率

16

16年12月
でガソリン
の販売終了

・建替え前は、ガソリン・灯油の売上構成比が高く利益率が低かったため、17/6期上期でガソリン販売を中止。
2018年4月23日のリニューアルオープンを機に、売場面積を2倍に拡張、主に、それまでほとんど取扱いの
なかった利益率の高いペット（生活の分野）、ガーデン、インテリア（以上、住まいの分野）等の売場を拡大

・従来年齢層の高い顧客の比率が高く、オープンを機に新たにファミリーの取り込みを狙う、一定の効果を確認
・リニューアルオープンセールを開催、新規導入商品の販売も好調、ミックスの変化で利益率も向上

住まい

生活

ガソリン・
灯油

売上高

売上総利益率
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対前期増減比較（営業利益、設備投資・減価償却）

17

7,981 
8,390 

1,754 

124 

1,471

27.2 

27.8 

26.0

26.5

27.0

27.5

28.0

28.5

29.0

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

営業利益の対前期

増減比較（百万円、％）

＋408百万円

18/6期 19/6期（計画）

設備投資 5,954 6,553

減価償却費 3,186 3,286

5,954 
6,553 

3,186 3,286 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

設備投資と減価償却費
（百万円）

子会社の
スポーツ
クラブの
建替え分
を含む

・増収＆売上総利益率改善で売上総利益高の向上を計画
・賃借スペース増加で営業収入の増加を計画
・売上減少に歯止めをかけるため、店舗の快適性と利便

性アップのための修繕、販促強化等により販管費は増
加を計画

MD構造改革の推進

取引形態・ルート見直し

新規取引先➔新商品

価格構成見直し

・各既存店毎の活性化に寄与する設備投資計画の進捗
確認と効果の検証

・主な設備投資の内容は子会社のスポーツクラブの建替
え、既存店HC建屋の防水工事、システム投資等

・現時点では、19/6期の計画に新店は折り込まず

MD構造変革

と同期

店舗修繕

（快適性＆利
便性向上）

販促強化

※ 売上総利益率

千葉店
の建替
え分を
含む
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15円 15.5円 16円

合計

24円
合計

25円

34.0%

29.3%

26.6%

29.8% 30.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

15/6期 16/6期 17/6期 18/6期 19/6期（予想）

配当金額（円）と配当性向（％）

配当金額 配当性向

※株式分割（2018年6月21日効力発生）
調整後の株式数ベースで記載

18

配当について

・19/6期は増配を予想、合計25円（前期比＋1円）を予定

・中間配当12.5円、期末配当12.5円の合計25円

・連結配当性向は30％を目途に今後も継続的かつ安定的な配当水準の向上に努める

中間：
12円
期末：
12円

中間：
12.5円
期末：
12.5円
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JOYFUL HONDA CO.,LTD.

18/6期
構造変革元年

ステップ１

ステップ２

ステップ３

18/6期の業績・構造変革の現状と19/6期のテーマ

20

販管費削減

前期比
▲9億68百万円

（▲2.5％）

売上総利益率アップ

前期比
プラス0.7pt

（26.5%➔27.2％）

売上高アップ

前期比
▲62億58百万円

（▲4.0％）

・18/6期の期初から変更した新組織のもと、4つの構造変革を推進
・成果（販管費削減、売上総利益率アップ）はあったものの、売上高は減少
・19/6期は「計画と実行」による構造変革の仕上げの年として取り組む

事業
構造
変革

ＭＤ
構造
変革

組織
構造
変革

経費
構造
変革

19/6期
「計画と実行」による
構造変革の仕上げの年



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

18/6期初

・自己株式の取得

・構造変革元年

18/6期
・構造変革で一定

の成果を認識

・課題の再認識
（トップラインの

減少には歯止め
かからず）

19/6期
・構造変革の

仕上げの年
・健全な利益構造

を確立
・トップラインの

減少に歯止め

20/6期

・健全な利益構造
のもとで
再スタート

・課題克服へ
（トップラインの

向上へ、市場占
有率アップのた
めの囲い込みと
新たな仕掛け）

変革元年

19/6期を「構造変革の仕上げの年」として位置づけ

21

ネクスト
ステージへ

組織
構造
変革

経費
構造
変革

ＭＤ
構造
変革

事業
構造
変革

・19/6期は18/6期「構造変革元年」の成果と課題を認識しつつ、「構造
変革の仕上げの年」と位置づける、再構築した経営理念を期初に発信

・20/6期以降のネクストステージへ向けしっかりと足固めを実行する

再構築した

経営理念を発信

構造変革の
仕上げの年
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経営理念の再構築⇒存在意義の再確認と行動指針の明確化

22
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組織構造変革の進捗と今後

23

変革元年（18/6期）

7月

営
業
力
強
化

人
材
の

活
用

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

競
争
力
強
化

8月

エ
リ
ア
制

・
導
入

7月1月

組
織
変
更
1
回
目

・
店
舗
の
総
合
支
援
部
署

の
新
設

エ
リ
ア
制

・
進
化

・
効
率
化

営業本部

第1
エリア

第２
エリア

第３
エリア

商
品
本
部

開発本部

管
理
本
部

社長直轄

エリア長

第1
エリア

第２
エリア

店舗運営部

開発
本部

営業
本部

管理
本部

経企
本部

ペット
館長

ガーデン

館長
生活館
館長

資材館
館長

エリア長
兼

HC店長

PC
店長

GC
店長

全ての商品がどこのレジでも清算可能に

JHカレッジ
第1期（30名）

JHカレッジ
第2期（31名）

新人事制度と教育体系の整備へ

商品部門を統合、部門数を85から50へ
各店での事務の重複を排除

組
織
変
更
2
回
目

・
全
社
が
営
業
本
部
と

店
舗
を
総
合
支
援

・
商
品
本
部
の
新
設

構造変革の仕上げの年
（19/6期）

お客様起点の新組織&新体制へ

◎経営執行力、営業力の強化のための変革

OJTトレーナー制度見直し

組織
構造
変革
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経費構造変革の進捗と今後

24

変革元年（18/6期）

店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

改
革
の
推
進

管理会計
の再整備

店
舗
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

業
務
の
効
率
化

構造変革の仕上げの年
（19/6期）

7月 7月11月

セミセルフレジ
導入開始

12月

検品業務
集中化・簡素化

レジシフト
システム化

3店舗で
導入済

全店舗
で実施中

9店舗で
導入済

全店舗
で実施中

全店舗
で実施中

標準化・早期化・体系化情報確定早期化のために課題整理

店舗作業の軽減 仕入・調達方法の改善

バックオフィス機能
情報機器の売場への
移動・集約

従業員のマルチタスク化

商品部
で実施中

施
策
の
全
店
展
開
の
早
期
化
と

効
果
検
証
に
よ
る
標
準
化
の
推
進
で

継
続
的
な
経
費
削
減
を
推
進

B/S健全化 資産・投資の健全化遊休資産の整理

子
会
社
の
店
舗
を
含
め
た

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
効
率
化
を
推
進
し

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
最
適
化
を
図
る

◎利益とC/Fの最大化のための変革

経費
構造
変革
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MD構造変革の進捗と今後

25

変革元年（18/6期）

ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
変
更

新
事
業
の

水
平
展
開

新
規
テ
ナ
ン
ト

の
活
用

10月 4月 5月

古
河
店

・
ガ
ー
デ
ン
館

古
河
店

・
リ
フ
ォ
ー
ム

売
場
統
合

八
千
代
、
市
原
店

・
リ
フ
ォ
ー
ム

売
場
統
合

千
代
田
店

・
計
10
店
舗

八
千
代
店

・
２
店
舗

N
P

ひ
た
ち
な
か
店

・
7
店
舗

千
葉N

T

店

・
1
店
舗

新
田
店

4
号
店

・
農
産
物
直
売
所

荒
利
益
率
の
向
上
と
同
時
に

既
存
店
の
底
打
ち
を
目
指
す

買
い
回
り
動
線
を
意
識
し
た
エ
リ
ア
全
体
で
の
販
促
強
化

＆

店
舗
の
修
繕
・
新
規
投
資
で
快
適
性
・
利
便
性
ア
ッ
プ
を
図
り

継
続
的
な
既
存
店
の
活
性
化

構造変革の仕上げの年
（19/6期）

商
品
力

強
化

商品分類を3階層か
ら5階層へ、商品動
向の「見える化」
で、売場を再構築

6月 9月 7月

国内最大級の
モンベルストア

回転すし

◎利益の稼げる仕組みへの変革

・新規取引先導入、取引形態・ルート見直し
・価格構成の見直し
・付加価値商品の導入と店内MDの徹底

⇒ お客様とのニーズのズレの解消

ＭＤ
構造
変革
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成
長
分
野
の
単
独
店
オ
ー
プ
ン

（
ペ
ッ
ト
、
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
）

事業構造変革の進捗と今後

26

変革元年（18/6期）

6月 3月 4月

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
統
合

統合のシナジー効果を発現

都市型中型店舗モデル確立
（女性・ファミリー層の取り込み）

構造変革の仕上げの年
（19/6期）

7月

ペッツクローバー東大宮店

本田屋千葉都町店（プロショップ）

千
葉
店
（
都
市
型
中
型
店
舗
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ジョイフル本田 千葉店

◎事業ポートフォリオ再編、新たなマーケットの創出のための変革

組
織
上
の
統
合

（
ガ
ー
デ
ン
、
ペ
ッ

ト
を
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
傘
下
に
）

単独店フォーマットの確立
と複数店舗展開へ

お客様起点のエリア内売場
の統合や再編⇒効果拡大へ

一部店舗で売場の統合や再編

事業
構造
変革
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18/6期

新
店
（
大
型
店

以
上
）

新
店
（
都
市
型

中
型
店
舗
）

新
店

（
単
独
店
）

既
存
店

19/6期 21/6期 22/6期20/6期

時期
調整中

大型店以上
（関東圏）

各既存エリアの活性化のため、
大がかりな増改装を仕掛けていく

パイプライン案件の具現化と新たな候補地の選定を加速化

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

都市型
中型店

（関東圏）

ペッツクローバー東大宮店
（1号店）

本田屋 千葉都町店
（1号店）

既
存
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ジョイフル本田千葉店

ジョイフル本田千葉店

1号店での
結果の検証
と改善の

継続

千葉店をは
じめ増改装
店舗での結
果の検証と
改善の継続

千葉店
リニューア
ル後の結果
の検証と

改善の継続

競争力のあるフォーマットの確立と複数店舗の出店
（ペット、プロ向け、リフォーム等）当面は関東圏内

2021
年以降

大型店（東京
都稲城市）
土地取得済

候補地
選定中
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超大型店
6店舗

大型店
4店舗

都市型
中型店
1店舗

単独店

プロショップ
ｘ１店舗

ペットショップ
ｘ１店舗

リフォームｘ1店舗

アンティーク
ｘ2店舗

中型店
４店舗

◎既存店での安定的な業績と新店の出店で関東圏における市場占有率の向上を目指す

◎成長分野の
単独店の展開

※写真は古河店

※写真は富里店

※写真は千葉店

※写真は千葉ニュータウン店
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